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はじめに

MSCエコラベルとは？
MSC（海洋管理協議会）のエコラベルは、水産
物につけられる世界的に認知されているマークで
す。この “海のエコラベル” は、すべてのサプラ
イチェーンの段階をたどり、その水産物の供給源
である、適切に管理された持続可能な漁業までさ
かのぼることを可能にします。また、世界の漁業が、
その環境に対する責任−持続可能な漁業を行って
いること、優れた管理手法を実施していること、
そして環境への影響を最小限に抑えていること−
を示すことができます。

MSCエコラベルによって、水産物取扱い業者、
加工業者、小売業者、外食企業は、購入している
水産物が、世界的に認められた持続可能な漁業で
獲られたものであることを顧客に保証することが
できます。これらのビジネスは、持続可能な水産
物を取扱い業者や消費者へ供給するとともに、適
切に管理された漁業で獲られた水産物の需要喚起
を主導する役割を担っています。

MSCは独立して活動する国際的な非営利団体で
す。私たちの使命は、MSCエコラベルと漁業認
証制度を通じて、持続可能な漁業を認知、報奨す
ることにより、消費者の水産物購入時の選択に働
きかけ、パートナーと協力して水産物マーケットを
持続可能なものへと移行することで、世界の海洋
保全に貢献することです。

サステイナビリティに向けた世界の動き
消費者は、過剰な漁獲とそれによって引き起こさ
れる環境面への影響により敏感になっていますが、
MSCエコラベルによって、生態学的に持続可能
であると公正に審査・認証され、トレーサビリティ
が確実な水産物を選択することができます。また、
MSC認証水産物の供給源はMSC認証を取得した
持続可能な漁業のみであることを確実にし、その
製品が過剰漁獲による環境問題に関係していない
ことが顧客に保証されるのです。

2010年度において、認証を取得した持続可能
な水産物は80ヶ国で販売され、その市場価値は
26億ドルでした。MSCの認証制度に参加する漁
業と水産関連企業は年々増えており、その責任あ
る取組みと倫理的なリーダシップが、世界の海に
変化をもたらすことができることを示しています。

世界中のスーパーマーケット、鮮魚販売店、そし
てレスランにおいて、認証された何千もの水産製
品にMSCエコラベルが付けられています。それら
製 品 は、www.msc.org/where-to-buyよりご
確認いただけます。

MSC制度によって、取扱
い業者は認証された持続
可能な漁業からの調達が
容易になります。
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基本事項

水産物のトレーサビリティ確保のためのMSC CoC
規準は、MSCのエコラベルが、認証された持続可
能な漁業で獲られた水産物のみに付けられることを
確実にするためのものです。

Chain of Custody （CoC）とは？
CoCにより、消費者と水産物取扱い業者は、購入
しようとする水産物が、MSCの “持続可能な漁業
のための環境基準” を満たした漁業まで遡ること
ができるという確信を得られるのです。

最終的に製品にMSCエコラベルを表示するため
には、サプライチェーンにある各企業が、独立し
た第三者認証機関からCoC認証を取得する必要
があります。

CoC認証に関するより詳しい情報は、MSCのウェ
ブサイト www.msc.org/about-us/standards/
standards/chain-of-custodyよりご覧いただけ
ます。

CoC認証による便益
MSCの制度は、適切な管理と持続可能な実践を認
知、報奨し、多くの場合、マーケットの拡大や価格
プレミアムの向上を伴います。現在、多くの小売
企業、レストラン、そして消費者は、その製品が持
続可能な供給源から調達されたという保証を求め
ています− MSC認証はこの保証を提供します

CoC認証によって：
− �持続可能な供給源から調達していることを提示

できます
− �持続可能な漁業から調達されたものであること

を示すため、水産物製品にMSCエコラベルを
表示することができます

− �MSC認証でつながるサプライチェーンに入るこ
とにより、新規市場への参入と既存市場の確保
が可能になります

− �提供サービスの一部に、第三者により実証され
たトレーサビリティ・システムを含めることができ
ます

− �MSCウェブサイトにおける仕入先検索ツール 
‘find a supplier’ やMSCラベル付き製品検索
ツールを通して、販促や新規顧客の開拓が可能
となります。

商品あるいはメニューに
MSCエコラベルの表示を
望む場合、CoC認証が必
要となります。
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CoC認証が必要となるのは？
CoCの制度においては、MSC認証製品を扱う
サプライチェーン内のすべての企業−漁業から消
費者向け最終製品製造者に至るまで−が有効な
MSC CoC認証を取得しなければなりません。

CoC認証が必要な企業の一例：
− �MSC認証水産物の販売を望む加工業者と流通

業者
− �メニューにMSCエコラベルの表示を望むレスト

ラン
− �顧客へのMSC認証製品の販売を望む外食企業

への卸売業者
− �鮮魚売場でのMSCエコラベルの表示を望む小

売企業や鮮魚販売店

最終包装形態ではないMSC認証製品を購入し販
売する場合、その製品をMSC認証のものとして
販売するためには、通常、CoC認証が必要となり
ます。

CoC認証が必要かどうかを確認したい場合は、
www.msc.org/get-certified/supply-chain/ 
chain-of-custody-faqs
をご覧ください。

MSC CoC認証制度は、
漁業から食卓までのトレー
サビリティを保証します。
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CoC認証が必要ではない場合

− �す で に 包 装 済 み の 消 費 者 向 け 製 品
で、MSCのエコラベルが付けられたもの
を購入し、開封あるいはラベルの張り替え
を行わない場合は、CoC認証は必要あり
ません。もしこのケースに当てはまると思
わ れる場 合 には 、販 売 を 開 始 する前
に、MSCにご連絡頂き、確認を取ってくだ
さい。CoC認証が必要でない場合でも、こ
れら製品の販売促進の際には、エコラベル
ライセンス契約の手続きが必要になります

（8ページをご覧ください）

− �MSC認証水産物を購入していても、その
水産物の販売時や企業・製品の宣伝時
に、MSCエコラベル、MSCという名称、あ
るいはMSC主張文を使用しない場合
は、CoC認証は必要ありません。この場
合、御社から購入するバイヤーは（そして
彼らのバイヤーも）、MSCに言及すること
はできませんし、その魚介類あるいは製品
がMSC認証漁業で獲られたものであるこ
とを主張することは商標権侵害にあたる
場合があります。
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特別なケース：グループ認証
グループ認証は、CoC認証における費用の大きな
削減につながります。グループに当てはまるのは、
複数の生産現場を持つ一つの企業、スーパーマー
ケットやレストランチェーン、あるいは、個々の企
業で構成されたグループ、例えば、自営レストラ
ンと鮮魚販売店が提携関係を結び、一緒に認証を
受けるなどです。

グループ認証による大きな利点の1つは、いくつか
の現場だけがサンプルとして審査されるということ
で、よって時間と費用が削減されます。グループの
管理者に求められる具体的な要件や手引き文書は、
www.msc.org/get-certified/supply-chain/
group-certificationから入手いただけます。

審査にかかる時間と費用
審査にかかる費用は、業務の複雑さと大きさ、認
証機関の単価および諸経費により異なります。認
証機関は、審査にかかる時間を推測することは可
能ですが、審査に向けた準備が整っている場合は、
より迅速に行われるはずです。

− �一か所の審査の場合、認証機関はだいたい1日
を要します。

− �グループ認証の場合、事業内容と地理的状況に
よりますが、認証機関は、グループの本部に1
日から2日を要し、個々の現場で数時間を要しま
す。グループの本部は、必ず審査を受けますが、
その他の現場についてはすべてが審査を受ける
わけではありません。様々なデータに基づいて、
何か所について審査を実施するかを認証機関が
決定します。審査を受ける現場の数は、現場数
の合計の平方根以上になることはありません（例
えば、25の事業所を持つグループの場合、最
多で5か所の審査となります）。

認証にかかる費用の検討に際しては、定例の査察
審査を受ける必要があることをご留意ください（通
常毎年1度）。審査において発生した追加的な支
出についての請求や、認証範囲の拡張、認証書
の発行などの追加的な認証費用について認証機関
に確認することも有効です。

MSCは、審査や認証に関して、いかなる報酬
も受けませんし、御社と認証機関との間で交わ
される契約を確認する役割を担うこともありま
せん。しかしながら、水産製品にMSCエコラベ
ルを使用する場合には、ライセンス料をMSCの
関連組織であるMarine Stewardship Council 
International（MSCI）にお支払いいただく必
要があります（8ページをご覧ください）。

あなたが選んだ認証機関
が、MSC CoC 規準に適
合しているかどうかを現地
査察により確認します。
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ステップ 1：始める前に

何から始めるのか？
認証機関は、審査を行うために御社を訪れ、御社と
御社の従業員が常に以下のことを行っているかを
確認します。
− �有効なCoC認証を保有している仕入先からの

みMSC認証水産物を購入している
− �MSC認証水産物が非認証水産物と分けられて

いる
− �MSC認証水産物が明確に識別されている
− �MSC認証水産物の入荷、加工、販売のそれぞれ

の段階で記録・追跡がなされている
− �MSC認証水産物にのみMSCエコラベルを付け

ることが確実に行われている

また、どの魚種をどの認証取得漁業から購入し、そ
してどの製品をMSC認証製品として販売したいの
かを決める必要があります。これが、御社の‘認証範
囲’となります。審査前に、対象の水産物（製品）を
購入する必要はありません。また、場合によっては、
認証審査中の漁業からの製品を認証範囲に含める
ことも可能です。これにより、漁業が認証を取得し
た際に製品を販売するための準備を整えることが
できます。詳しくは認証機関に確認してください。

どこに連絡をすればいい？

MSCはCoCの審査や認証書の発行を行いませ
ん。これらは、独立した認定認証機関によって行わ
れます。認証機関とは長期にわたりビジネス関係を
結ぶことになりますので、その選定は重要です。

− �必ず2社以上の認証機関から見積もりを取るよ
うにしてください

− �その認証機関と審査員に資格があれば、他の認
証−例えば、ISO 9000, IFS あるいはBRC−の
審査をまとめて行うことも可能かもしれません。

認定認証機関への連絡先の詳細につきまして
は、www.msc.org/get-certified/find-a-
certifierよりご確認いただけます。

認証取得サプライヤーの検索

有効なCoC認証を保有している企業のすべて
は、MSCのオンラインでのサプライヤー検索ディ
レクトリwww.msc.org/where-to-buy/find-a-
supplierのリストに含まれています。この検索ツー
ルを使って、MSC認証を受けた様々な形態や種類
の持続可能な水産物を販売する2000近い企業
の中から、御社のニーズに合うところを見つけるこ
とができます。

MSC認証水産物を販売するには、有効なCoC認
証を保有している企業から製品を仕入れなくては
ならないことをご留意ください。仕入先は、水産会
社もしくは加工業者かもしれませんし、漁業から直
接仕入れるかもしれません。すでに取引きのあると
ころである場合もありますが、新規の企業とのビジ
ネスになる場合もあります。

サプライヤー検索では、各認証取得企業の認証範
囲が表示されます。御社が必要としている製品が、
仕入先の認証範囲にあることをご確認ください。

有効なCoC認証を取得した企業は、自動的にMSC
オンラインのサプライヤー検索’find a supplier’に
追加されます。また、小売企業あるいはブランド製品
の製造者の場合は、持続可能な水産製品検索ツー
ル’the sustainable seafood product finder’に
も追加されます。

MSCの オンライン検 索
ツールにより、MSC認証
水産物の仕入先を容易に
見つけることができます。

認証を取得するためには、独立した認定認証機関に
よって、CoCの審査が実施されなければなりません。

サプライヤー検索：
www.msc.org/where-to-buy/
find-a-supplier
外食先検索：
www.msc.org/where-to-buy/
dining-out
持続可能な水産製品検索：
www.msc.org/where-to-buy/
product-finder
エコラベル
使用ガイドライン：
www.msc.org/get-certified/
use-the-msc-ecolabel/rules
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ステップ２：審査への準備

以下のチェックリストはほとんどの企業に共通する
ものですが、認証機関は御社の業務を間近で確認
し、より詳細な質問をすることを想定ください。

審査前のチェックリスト
以下は、認証機関が、管理者や関係する現場スタッ
フに尋ねるであろう質問の要約です。これをチェッ
クリストとして使い、審査への準備を進めてください。

また、認証機関は通常、トレーサビリティ（製品
追跡）テストと入出荷照合を無作為に選んだ製品
あるいはバッチを使って行います。トレーサビリティ
テストでは、審査員は、記録を見ながら、製品の
搬入から搬出までをたどります（搬出から搬入へ
遡ることもあります）。入出荷照合においては、認
証機関は、MSC認証水産物のサンプルバッチへ
の搬入時と販売時の重量が、記録された廃棄量を
差し引くと同じになることを確認します。

管理システム
− �トレーサビリティをどのように確保するのか、ま

た、各作業の段階で製品をどのように識別する
のかを示した手続き・手順がありますか。

− �トレーサビリティとCoCに関する責任は、従業
員、ならびに下請け会社等も含める形で明確に
され、また共有されていますか。

− �上記は従業員に理解されており、また履行され
ていますか。

注文と搬入
− �注文を出す前に、御社の仕入先が有効なCoC

認証を保有しているか確かめていますか。購入
したい製品が仕入先の認証範囲に含まれている
か確かめていますか。また、どのような方法で
確かめていますか。それは記録されていますか。

− �注文を出す際、MSC認証水産物についての要
求事項を明確にしていますか。

− �MSC認証水産物の各入荷分について、製品名
とMSC認証製品として発注したことをはっきり
示す形で注文を記録していますか。

− �MSC認証水産物の到着時、従業員はどのよう
にしてそれらを識別しますか。日付、数量、魚
種、仕入先名、CoC認証コード、バッチコード、
保管先等はどのように記録されますか。

− �認証機関は、保管されているMSC認証水産物
のバッチの記録の提出を例として求めるかもしれ
ません。それらを素早く探し出すことができます
か。

加工/包装/貯蔵
− �企業内において、どのようにしてMSC認証水

産物と非認証水産物が確実に混じらないようにし
ていますか。

− �MSC認証水産物を受け入れた各バッチがどのよ
うに使われたかを示す加工記録がありますか（必
要に応じて加工場所と最終製品も含む）。記録
はすぐに見つけることができますか。

− �生産量をどのように記録していますか。使用さ
れた原料と最終製品の量、ならびに廃棄量の記
録はありますか。

− �MSC認証水産物に非認証水産物原料を添加し
ますか。添加する場合、何パーセントで、また
それはCoC規準と附属文書BDに適合していま
すか。

− �在庫商品の明確なリストはありますか。また、
それには量と、それが何であるのかの記載があ
りますか。

− �構内を歩いてみて、例えば、数字上の在庫数
と本当の在庫数が合っているかを確認してみて
くだい。MSC製品の加工、包装、貯蔵時に何
をしなければならないか理解していますか。

すべての企業はそれぞれ違いがあり、認証機関は各
企業の実情に合わせて質問を行い、その企業がMSC
のCoC規準に適合しているかどうかを確認します。

MSC認証水産物をその他
の水産物と分け、わかり
やすいラベル付けを行うこ
とが、CoC認証における
重要事項の一つです。
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製品と包装材の識別
− �MSC認証製品を各作業段階でどのように識別し

ていますか。
− �類似の魚種あるいは製品があった場合、明瞭に

ラベル付けされて分別されていますか。間違っ
た製品を取り出す危険性はないですか。その危
険性がある場合、どのようなことが起こります
か。すでにそのようなことが起きたことがありま
すか。その際、どうされましたか。

− �MSCエコラベル付きのパッケージが他のパッ
ケージと混同されないようにどのような措置を
とっていますか（措置の例：保管場所を別にする、
MSCラベル付きパッケージ専用の保管場所を設
けるなど）。

− �MSCエコラベルが、MSC認証水産物のみに付
けられるようにどのような措置をとっていますか。

（実行しうる措置の例：加工作業開始時のラベ
ル管理、あるいは発注したパッケージ数と使用数
の比較）

− �MSCエコラベル使用ガイドラインの写しを持っ
ていますか（5ページ参照）。また関係する従業
員はMSCエコラベルの使用に関する情報をどこ
で入手できるか知っていますか。

出荷
− �出荷時にトレーサビリティを確保するための措置

が取られていますか。どのような情報を製品に記
載し、どのような情報を内部書類とシステムに含
めていますか。

− �製品名、魚種、重量、顧客も含め、販売した
MSC認証水産物の全てのバッチの記録を提示で
きますか*。

− �MSC認証水産物を顧客に販売する際、MSC認
証のものであることがわかるよう、どのような措
置を取っていますか（パッケージへのMSCエコ
ラベルの表示がある場合とない場合において）。
MSC認証製品と関連した御社のCoC認証コード
がインボイスに表示されていますか*。

− �販売インボイス上で、各MSC認証製品を識別し
ていますか。それらには、十分なトレーサビリティ
情報（例えばバッチ番号）が含まれていますか。

− �最終商品から、どの原料が使用されたかがわか
るすべての記録を提示することができますか（ト
レーサビリティテスト）。 

− �原料がどのように使われ、また、どれだけの量
が使用されたかを断定できることを提示できます
か（入出荷照合）。

− �MSC認証水産物として販売した水産物の総量を
記録していますか。

− �顧客からMSC認証水産物を受注した際、顧客
に供給されるものがMSC認証水産物であること
をどのようにして保証しますか。‘在庫切れ’ の場
合にはどうしますか。

記録
− �上記の項目にどのように対応しているかを示す

ための十分な記録を保有していますか。
− �MSC認証製品に関するあらゆるすべての書類

を提出することができますか？
− �記録はどのくらいの期間保有されますか（最低

3年間の保有が求められます）。

認証機関は、書面もしく
は電子で保管されている
会社の記録を確認します。
ど の 日 時 に お い て も、
MSC認証水産物の追跡が
できることを確認するため
です。
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*消費者へ直接販売される場合には必要ありません。
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ステップ 3：認証取得後

©
 A

nd
re

w
 A

it
ch

is
on

また、認証機関は、御社の仕入先のリストを記録
しますが、これが公開されることはありません。
認証機関は、MSCのデータベースに、御社の詳細、
認証コード、ならびに製品を入力し、これにより、
顧客はMSCのサプライヤー検索ツールを通じて
御社を見つけることができるようになります。

マーケティング情報と御社のロゴマークを認証機
関に提供しておくと、MSCウェブサイトにおいて、
御社への注目度を上げる効果があるかもしれませ
ん。さらに、MSCエコラベルの使用を申請する
場合には、MSCからも製品についてのより詳細な
情報の提供をお願いすることがあります。

MSCエコラベルの使用について
御社の製品、メニュー、販促物（例えば、パンフ
レット、売り場、レターヘッド、ウェブサイト）に
MSCエコラベルを使用するには、MSCの現地事
務所、もしくはecolabel@msc.orgまでご連絡く
ださい。御社との契約（ライセンス）手続きをさ
せていただき、エコラベルのデータをお送りしま
す。MSCエコラベルは、登録商標で、MSCIの
許可なしに使用することはできません。MSCでは、
審査への準備と並行して、MSCエコラベル使用
ライセンスを申請することをお勧めしています。
そうすることで、認証取得後すぐにMSCエコラベ
ルの使用が可能となります。

MSCエコラベルの使用目的によって、異なる規則
が適用されます。MSCエコラベル使用ガイドライ

ンは、業態に最適なエコラベルの使用方法の確認
に役立ちます。また、正しくご使用いただくため
の規則も定められています（例えば、業務用パッ
ケージへの使用、メニューや製品への使用、販促
物への使用、また宣伝文との併用等）。

MSCエコラベルの使用は任意であり、製品への使
用においては、年間単位で計算される管理費とロ
イヤルティ料のMSCIへの支払いが発生します。

MSCエコラベル使用に係る費用については、エ
コラベル使用ガイドラインに詳細が記されてい
ます。ガイドについては、MSCの現地事務所、
またはecolabel@msc.orgへご連絡ください。
www.msc.org/get-certified/use-the-msc-
ecolabel/rulesからもご入手頂けます。

認証機関によりCoC認証書と固有のCoC認証コード
が発行されます。このコードを顧客から求められる
かもしれません。

MSCラベル付き製品の販売額 
あるいは購入額

年間商標使用料 販売ロイヤリティ 合計（例）

0-200,000米ドル 250米ドル 0.5%

例：10,000米ドル 250米ドル 50米ドル 300米ドル

200,000- 500,000米ドル 1,000米ドル 0.5%

例：400,000米ドル 1,000米ドル 2,000米ドル 3,000米ドル

>500,000米ドル 2,000米ドル 0.5%

例：1,000,000米ドル 2,000米ドル 5,000米ドル 7,000米ドル

MSCエコラベル使用料

製品、メニュー、パッケージ
にMSCエコラベルを使用
する場合はライセンス契約
が必要です。
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MSC エコラベルを使用す
ることになれば、商品の
種類を増やしたくなるかも
しれません。認証機関が
その方法を説明します。

©
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次のステップ
認証を取得し、エコラベル使用ライセンス契約を
結び、商品パッケージが承認されたら、いよいよ
MSC認証製品の販売です− おめでとうございます。

以下の点に留意してください：
− �仕入先が有効なCoC認証を保持しているかを

定期的に確認してください（MSCウェブサイト
のサプライヤー検索でご確認ください）。

− �新しい仕入先との契約時には、あなたが必要と
する仕様で供給できるかを見極めるため、その
企業の認証範囲をMSCウェブサイトでご確認く
ださい。

CoC認証は３年間有効です。この期間中、認証機
関は、御社の管理システムがしっかりと機能してい
るかを確認するため定期的に訪問します。査察審
査と呼ばれるものです。認証有効期間後、CoC
認証の継続を望む場合には、更新審査を受けます。

認証機関には、事前連絡なしの審査をいつでも行
える権利があります。認証機関の立ち入りの拒否
は、認証の保持を危うくすることがあります。

認証機関と連絡を取り続けましょう
認証の有効期間中、あなたは認証機関に対して以
下の重要な点について最新の情報を提供する必要
があります：
− �取り扱うMSC製品の種類を増やす際には、そ

の新たな製品を購入する前に、認証範囲の拡大
を認証機関に依頼する必要があります。

− �審査時に仕入先を特定していなかった場合、も
しくは、新たな仕入先との取引を始める場合に

は、その仕入先からの最初の入荷日から10日
以内に、認証機関に仕入先の名前を伝える必要
があります。

− �CoC認証範囲に、審査中の漁業による水産物
が含まれている場合、認証機関は、当該漁業が
認証を取得した時点で御社に連絡します。さら
に、認証機関が、CoC認証の範囲を更新するこ
とによって、御社のCoC認証が当該漁業からの
製品に対して有効になります。この手続きが完
了するまで、この製品をMSC認証のものとして
販売することは通常は認められません。これら
規定に違反した場合、認証取り消しとなる可能
性もあります。しかしながら、この規定にはいく
つかの例外がありますので、規定の詳細を説明
できる認証機関にご確認ください。

− �各査察審査の前に、御社の会社情報を更新し、
審査の準備をするために、認証機関から連絡が
はいります。

MSCは、認証制度とそのエコラベルの価値を守
るよう努めています。そのため、規準やエコラベ
ルライセンス契約へのいかなる違反も重く受け止
めます。違反が起きた場合、MSCは認証の即時
停止を要請します。これが、御社のCoC認証取得
への投資を保護するための、我々にとっての唯一
の方法なのです。

MSCは、新たな漁業や企業が認証を取得するこ
とによって絶えず成長しています。MSCのウェブ
サイトを通じて新しい情報を入手し、新たなビジネ
スチャンスを見つけてください。
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